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関市長 尾関 健治

七
十

ノ
年
目

一
確
か
な

歩

関
市
に
は
、多
く
の
人
々
が
自
然
と
と
も
に
生
き
、伝
統
を
継
承
し
、

積
み
重
ね
て
き
た
70
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
で
、生
ま
れ
た
も
の
は〝
キ
セ
キ
〞で
し
た
。

こ
の
キ
セ
キ
は
、ど
れ
も
誰
か
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

あ
な
た
の
未
来
へ
の
一
歩
が

こ
の〝
キ
セ
キ
〞か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
。

（70周年ver.）
関＊はもみん

　
関
市
は
本
年
、市
制
70
周
年
、合
併
15
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
の
時
代
を
生
き
る
者
の
責
任
と
し
て
、
数

多
の
先
達
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
関
市
を
、
次
の

世
代
へ
よ
り
良
い
ま
ち
と
し
て
つ
な
ぐ
た
め
、

生
涯
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
人
を

育
み
、
ま
ち
の
活
力
の
創
出
や
経
済
が
循
環
す

る
取
組
を
進
め
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た

い
と
感
じ
ら
れ
る
快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
70
周
年
を
機
に
、
新
た
な
未
来
へ
向

か
っ
て
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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　市制施行当時の市庁舎　
明治 21 年、現在の山ノ手 3 丁目に新築
された庁舎。昭和 34 年に、同場所に鉄
筋コンクリート造 4 階建の市庁舎が建
築されるまで利用されました。

▲

市制施行日には、初代市長・
亀山一二氏が「関市役所」の
看板を掲げる様子とともに、
関市となって実施される事業
などが、新聞で大きく報じら
れました。

岐阜タイムス昭和25年10月15日付
掲載（現岐阜新聞）

▼

▼ 12月1日から3日間、新市誕生を
記念した祝賀行事が開催され、市内は
賑わいました。

　関市の前身は、明治22年に町制を施行した関町で
した。戦後、市制施行を目指し、関町と近隣の村との
合併が推し進められ、昭和 25 年、県下で5番目の市
として「関市」が誕生。新たな歴史が始まりました。

市 制 施 行
昭和25年10月15日

市制施行当時の市域図

関町瀬尻村 富岡村

田原村

千疋村

倉知村

稲口区

昭和 25 年の市街地東部の風景
( 写真中央が旭ヶ丘中学校、左が旭ヶ丘小学校 )

岐阜タイムス昭和25年11月7日付
掲載（現岐阜新聞）

▲

昭和 18 年　瀬尻村・倉知村　合併

昭和 23 年　田原村稲口区　合併

昭和 24 年　富岡村　合併

昭和 25 年　千疋村・田原村　合併
　　　　　   市制施行

市域の変遷

キセキの始まりキセキの始まり

引用・参考文献：関市1999「新修 関市史 通史編 近世・近代・現代」、関市1997「新修 関市史 史料編 近代・現代」
一部の写真の提供者：平野忠男さん 04



きれいな水
と

澄んだ空気
が

大好き！

みんなが
いきいき

活躍でき
るまちに

なってほし
い

住みやすいまちで

あり続けてほしい

子育てにやさしい
人とまちが
とてもうれしい地域が誇る

伝統と文化を

未来へ残したい

支え合い
を

大切にす
る

人の温か
さがある

70 周年を迎える関市に対して、市民の皆さんが思う
関市の好きなところや魅力、望むことなどを聞きました。

上野 颯汰さん（段下）
井上 茉優さん（美和町）

鈴木 公市さん（板取）
　　 幸子さん

長尾 祐基さん
（上之保）

土屋 絵理さん（富之保）
　　 初椛さん
　　 奏人さん
　　 橙吾さん

井藤 美夢さん
（武芸川町高野）

本城 芹菜さん（洞戸菅谷）
石原 綺乃さん（洞戸通元寺）

年70
おめでとう!

関
市

私のまちへの思い私のまちへの思い

市制 70 周年　キセキを未来へ
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図書館で所蔵する最も古い住宅地図（昭和34年製）

　

市
制
が
施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
昭
和
30
年
代
、
私
は
学
生
で
し

た
が
、
ま
ち
の
様
子
は
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
本
町
商
店
街
は
、
本
町
1
丁
目
か
ら
栄
町
ま
で
約

1
km
に
わ
た
っ
て
商
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
通
り
で
、
県
下
で
も

有
名
で
し
た
。

　

い
つ
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
で
し
た
が
、
吉
田
観
音
で
「
初

観
音
」
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
市
外
か
ら
も
人
が
押
し
寄
せ
、

す
れ
違
う
の
も
大
変
な
く
ら
い
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

店
舗
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
も
あ
っ
て
、
ま
ぶ
し
い

通
り
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

当時は未舗装の道路で、車が走るたびに土埃
が舞い上がっていたと話す深川さん。

昭和30年代の昭和30年代の
市街地市街地

市
制
施
行
初
期
の
市
街
地
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す

思
い
出
の
ま
ち
並
み

　

当
時
、
市
の
中
央
に
位
置
し
た
本
町
な
ど
の
商
店
街
は
、
日
常
の
買
い
物
だ
け
で

な
く
、
衣
料
品
、
化
粧
品
、
贈
答
品
な
ど
、
様
々
な
買
い
物
が
で
き
る
場
所
で
あ
り
、

周
辺
の
飲
食
店
や
映
画
館
・
遊
戯
場
を
含
め
て
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
場
所
で
し
た
。

安桜小学校

深川 寛治さん
( 本町 1 丁目 )
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刃物関係
製造 （木工 建具 瓦）
医療 理美容
販売店
飲食店
旅館 銭湯 遊戯場
ｲﾝﾌﾗ（電気電話水道 運送 燃料）
金融 報道
公共 学校幼保

昭和36年

商
店
が
軒
を
連
ね
る
、関
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

商店
飲食店
旅館 ・銭湯 ・遊戯場
公共施設など

図書館で所蔵する最も古い住宅地図（昭和34年製）

小学生時代、安桜小学校に通っていた深川さん。当時、通学するときに渡った交差点（現在の平
和通3丁目交差点）も、今では信号機が設置され、多くの車が行き交う場所に。

令和2年

関市役所

にぎわい分布図

安桜小学校

関市役所

古地図とたどる
関のあゆみ

市制70周年記念企画展

　 右 の よ う な 古 地 図 か ら、
当時の市のまちの様子を読
み解く企画展を開催します。

日　時　12月12日（土）～
　　　　令和3年1月31日（日）
場　所　わかくさ・プラザ
　　　　学習情報館「特別陳列室」
照会先　文化財保護センター
　　　　(☎45-0500)

入場
無料

市制 70 周年　キセキを未来へ

参考文献：関市1999「新修 関市史 通史編 近世・近代・現代」
引用：東海地図社1959年「関市全居住者明細図帳」　　一部の写真の提供者：須田写真館

上図から店舗種類別に色分けした図
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2016年【平成28年】
名もなき池(通称：モネの池)が観光名所に

画家のクロード・モネが描いた「睡蓮」に似ていることから、「モネ
の池」と呼ばれ話題となり、多くの観光客が訪れました。

2016年【平成28年】
皇太子同妃両殿下が「曽代用水」をご視察

皇太子同妃両殿下が、曽代用水の施設「杁之戸分水(下
有知)」を視察されました。

2017年【平成29年】
刃物のまちが誇る「刃物まつり」が
50回目を迎える

刀祖・元重をしのび、刃物産業の発展につなげようと
昭和43年から始まった「刃物まつり」が50回目を迎
え、盛大に催されました。

2018年【平成30年】
平成30年7月豪雨、市民生活に大きな影響

大雨特別警報が発表されるほどの記録的な豪雨となり、津保川をはじめとした河
川が氾濫し、約1200棟の家屋が被害を受けました。

2019年【平成31年】
武儀「平成(へなり)」が再び全国の話題に

｢ありがとう平成時代」と銘打った催しが行われ、連日多
くの人々で賑わいました。

2019年【令和元年】
世界最強のフィジカルチームが関市でキャンプ

ラグビー南アフリカ代表チーム「スプリングボクス」が、ワールドカップ開
幕前の日本代表チームとのテストマッチに向けた事前キャンプに来関。公
開練習や市内の小・中・高等学校への訪問など、世界のトッププレイヤーと
の交流の機会を設けました。

2020年【令和2年】
人文字で「市制70周年」を祝う

令和3年度の学校再編を前に、武儀西小学校と武儀東小学校の児
童が、市制70周年を記念してグラウンドに人文字を作りました。
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関市70年の軌跡　～Final～

　広報せき「令和元年10月号」から連載してき
ました『関市70年の軌跡』は、今月号で最終回
となります。今月号では、2011～2020年までの
主な出来事をご紹介します。

2012年【平成24年】
ぎふ清流国体・ぎふ清流大会

2011年【平成23年】
東日本大震災被災地へ消防部隊派遣

2015年【平成27年】
後世に残したい伝統の技「小瀬鵜飼」

2014年【平成26年】
関シティターミナル完成

東日本大震災の被災地へ緊急消防援助隊を派遣
し、行方不明者の捜索や救助活動を行いました。

関市では、剣道、ライフル射撃(CP)、ゴルフ、ラグビーフットボール、
フライングディスク、アーチェリーの6競技が開催され、熱戦が繰り
広げられました。

2013年【平成25年】
｢ヱヴァンゲリヲンと日本刀展」

新世紀ヱヴァンゲリヲンと日本刀製作技法が融
合、関伝の刀匠・伝統技能師が特別に製作した
刀剣類が展示されました。

長良川鉄道とバスをつなぐ拠点として整備され、併設
駐車場には災害時に利用する飲料用備蓄槽などが設置
されました。

「長良川の鵜飼漁の技術」が、農林水産業にかかわる技術の指定としては日本
で初めて、国の重要無形民俗文化財に指定されました。

2015年【平成27年】
清流長良川の鮎が世界に認められる

世界農業遺産運営・科学合同委員会で「清流長良川の
鮎」が世界農業遺産(GIAHS)に認定されました。

『関市70年の軌跡』で掲載した写真に加え、多くの
懐かしい写真を展示しています。ぜひご覧ください。

写真展＆「関を築いた人びと」パネル展

場所　市役所1階アトリウム
　　「市政情報コーナー」
期間　11月30日(月)まで
　　　午前8時30分～
　　　午後5時15分
　　　(土・日・祝除く)

入場
無料
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